
校長 長森 千枝

１学期終了にあたり、保護者の皆様のご協力とご支援に心より感謝申し上げます。子どもた
ちは、現地校と補習校学習を両立させながら、自分の目標に向かって学習に励みました。

６月７日（土）運動会は、雨天となり、昨年度初めて経験した体育館での競技に加え、リ
レーが屋外で実施できました。運動会は、自分が力の限りがんばり、皆で力を合わせることで、
得点が加算され、最後にチームの勝敗が決まるという楽しみがあります。

６月３日（火）には、日本から講演のため欧州に来られていた渡辺道治先生による全日校で
の講話会を参観する機会に恵まれました。先生は、「学級崩壊」と呼ばれるクラス担任を幾度
も経験され、研究や実践を重ねられたことで、子どもたちの心に「やる気の火」がどのように
ともるのかを伝える講演活動を各地でされています。先生とお話をさせていただいたときに、
スイスで国語を学んでいる本校の子どもたちが、限られた時間で学んだことを定着させていく
ために、どう学ばせるのかという質問に対し、なぜ学ぶのかを明確にし、学び方を具体的に教
えること、漢字は各自の感覚機能の強みを生かした方法を組み合わせて練習させること、自走
できるまで、寄り添って伴走することを教えていただきました。

また、渡辺先生は、運動会にも駆けつけてくださり、玉入れやパン食い競走などにも参加い
ただきました。日本では、運動会が半日になっていたりしているところ、大勢の保護者や関係
者、卒業生が集まる大運動会がスイスで盛大に開催され、日本で削減された種目が残っている
ことに驚かれました。先生から、「ハレとケのハレは、学校生活において大切か。」という質
問をいただきました。「それはもちろん大切です。運動会が楽しみで、補習校に通っている子
がいるぐらいですから。」と答えました。

日本語環境が日本とは異なる現地で、国語を学び続けることは、並大抵以上の努力を要しま
す。卒業生の言葉を借りて言えば、「続けることに価値があり、続けることで力がつく。日本
語ができる、日本を深く学ぶ豊かさを得ることができる。」のです。平日、現地校に通い、
せっせと宿題をし、休日である土曜日に補習校に通う子どもたちが「ケ」である忙しい日常を
過ごす一方で、年中行事などの非日常である「ハレ」は、特別で大切な日です。子どもの健や
かな成長を願い、学校・保護者をはじめ私たち大人は、皆で協力して、このような「ハレ」に
当たる部分を子どもたちに与える役割を担っていけるよう力を合わせましょう。

渡辺先生の全日校講話会では、子どもたちが生き生きと学び、心に残る授業となったに違い
ありません。先生の授業に向き合う態度を目前で見せていただき、心が震えました。私たち教
員は、子どもたちが力を伸ばし、楽しく学びを継続していけるよう追究し続けます。

渡辺先生に感謝を込めて、同じ場で先生の授業を見せていただいた私の感想を記します。
「授業・学校とは、学び方や行動の仕方を具体的に教え、できたことや挑戦したことを価値づ
け、幸せに生きるための技術を子どもに教えて育てる所」
いよいよ夏休みです。日頃は忙しいお父さんやお母さんと、ゆっくり過ごす時間がいつもよ

り増えることでしょう。おじいさんやおばあさん、親類や友達と楽しい時間を過ごす子もいる
でしょう。子どもたちが、楽しく日本語を使い、感じる経験を積み、２学期、元気に学校に戻
ってくるのを楽しみにしています。
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証明書発行

届出

休暇中は証明書を発行いたしておりません。早め
に、遅くても発行１週間前には申し込んでください。

クラス変更手続きなど、届出や願い出は、
７日前までに届けてください。

夏休み中は、返信に時間をいただきます。

休暇中 学校メール

校舎使用願い

学校内の施設を授業以外で使う場合は、
校舎使用願いを出してください。
土曜日に担任か職員室に問合わせてください。

お知らせ

水曜日授業
調査結果について

毎年１２月実施JLPT日本語能力試験が今年はチューリッヒ大学で実施
されません。近隣国で受験可能です。
https://www.aoi.uzh.ch/de/japanologie/fremdsprache/jlpt.html

日本語能力試験

掲載できません。学校にお問い合わせください。

２学期 教室配置図

２学期より、教室が変更になり
ます。ご協力をお願いします。

２学期 教室変更

水曜日授業希望者少数のため、現時点で水曜日クラス開設には至りませんで
した。

図書室 夏休みの利用

開室日 ：掲載できません。学校にお問い合わせください。
利用時間：掲載できません。学校にお問い合わせください
利用について：貸出・返却のみ
貸し出し冊数：５冊まで（常時）＊新刊図書：学期中、長期休業中とも１冊まで

注意事項:
1.返却は、もとの場所に本を戻す。
（戻す場所がわからない場合は返却コーナーに置く。）
2. 来校・下校の際、必ず職員室に声をかける

https://www.aoi.uzh.ch/de/japanologie/fremdsprache/jlpt.html


作品応募について

各種作品応募は、「作品コンクール年間予定表」をもとに、各自で案内サイトの応募要項をご覧い
ただくようになっています。応募票を作品に添えて学級担任に提出してください。

補習校 作品コンクール年間予定表 https://jszurich.ch/js204_katsudo.htm

非常時は、強化扉をロック・施錠します。暗証番号を入れても開きません。
中に避難した児童生徒を守るという意図で扉は開けませんので、ご承知置きの上、
各自で安全な場所に移動して避難してください。

校舎外で不審者に遭遇した場合 保護者の方の避難について

防犯アラーム
校舎内、体育館の計６か所に設置。指をかけて引くことで作動します。アラー
ムを押すと、現地の警備会社に直結し、学校の異変を認識した警備会社からウ
スター警察に連絡されますので、誤った通報のないように、十分注意してくだ
さい。

・校舎外で不審者に遭遇した場合に備え、普段から危機意識を持ち避難場所を確かめておく
ようにしてください。

・避難場所と避難経路は、校舎掲示板に掲示しています。
・アラームが鳴ったら、物陰に身を隠しながら安全な場所に移動し、校舎敷地から離れてく

ださい。
・アラームの後、ロックダウンの放送があります。放送が入ること＝「『緊急』であること」

放送で「（不審者がいる場所）で集まっています。みなさんは、それぞれの場所に集合して
ください。」と聞いたら、速やかに避難してください。

・学校敷地内で不審者を発見した際は、電話などで直ぐに学校に知らせてください。

学校敷地付近への路上駐停車について

運動会で使用したはちまきは、洗濯して、アイロンをかけて返却してください。
来年も皆が使えるよう、未返却の場合は必ず返却してください。

はちまき返却

登下校時の児童生徒の安全確保と近隣住民への配慮のため、学校敷地付近の停車も、短時間で

あってもご遠慮ください。通りの通行を妨げる停車に関し、マナーをお守りいただき、車両で
お子様を送迎の際は、近くの駐車場にご駐車ください。皆様のご協力をお願いします。

非常時 強化扉ロック



秋からは、文集「とんがりぼ
うし」の原稿になる作文を書
き始めていきます。小学部低
学年においては、担任が書き
方を指導していきますが、家
庭でのご支援をお願いするこ
ともあります。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

「とんがりぼうし」
取り組み協力依頼

海外子女教育振興財団
帰国生のための学校説明会・相談会

９月６日（土）  Stadtfest https://stadtfestuster.ch/
９月２０日（土）グライフェンゼーマラソン大会

https://www.greifenseelauf.ch/

ウスター駅付近は交通規制、渋滞が予想されます。時間に余裕を
もって登校させてください。

ウスター駅付近の交通規制

まつり当日、補習校教員は
高等部、国際部と共同の
<うどん>コーナーで皆様を
お待ちしております。

まつり

   

    

✩毛筆について

用具は学校のものを使います。
汚れてもよい服装で登校してください。

２・３学期の行事予定

小・中・高校生段階の児童生徒とその保護者を対象に、
帰国後の進学に関する帰国子女受入校の情報や相談の場を提供
しています。
本年度は、大阪・名古屋・東京の３会場で実施します。

７月２８日（月） 大阪開催 ７月２９日（火）名古屋開催
７月３１日（木） 東京開催

参 加 費 無料
詳細・申込み
https://www.joes.or.jp/kojin/kokunai_setsumeikai

漢字総復習試験

漢字総復習試験に合格した皆さん、おめでとう
ございます。小学部は７６％、中学部は５７％
の合格率でした。小学部平均点は７６.４点、中
学部は６８．１点でした。残念ながら不合格
だった皆さん、試験を受けられなかった皆さん、
追試験を受けましょう。
本年度の追試は８月１６日に行います。

今年度も小中学部の合格率が昨年より上が
りました。引き続きたくさん見て、手を動
かして書くことで漢字の読み書きを身につ
け、国語学習に生かしましょう。漢字テス
トの結果がよくなかったり、勉強の仕方が
わからなかったりする場合は、担任に相談
してください。

追試時間
①10:20～11:00
②11:00～11:40
③16:10～16:50

追試験（申込んだ児童・生徒対象）

追試日 ： ８月１６日（土曜日）

場 所 ： 家庭室（１１１）

掲載できません。学校にお問い合わせください。

https://stadtfestuster.ch/
https://www.greifenseelauf.ch/
https://www.joes.or.jp/kojin/kokunai_setsumeikai


授業参観・懇談会

学校運営委員会・会員総会

２０２５年５月１６日
本年度法人チューリッヒ日本人学校 会員総会
昨年度活動報告と今年度活動計画、決算と予算報告の他、今年度運営委員並びに監事の選出が承認
されました。

第１回運営委員会
全日校・補習校それぞれの学校経営方針や児童生徒数の動向、その他の事項について報告、審議さ
れ、承認が必要な内容については全て承認されました。

２０２５年度 学校運営委員会メンバー（６月１日現在）

報 告

運営委員長 齊藤 旭 監 事 畦地 俊司

副委員長 金刺 義久 顧 問 阪野 真司

副委員長 玉井 信一郎 委 員 河原 英司

委 員 西 翼 委 員 長森 千枝

幼稚部と中学１年・３年 季節文化交流 ５月３日（土）
端午の節句 子どもの日

ローザンヌ日本語学校 教員来校

５月３日（土）、中学部１年２組が幼稚部２組と、中学部３年が幼稚部１組と
いっしょに、校庭にあるこいのぼりを見に行き、こいのぼりの歌をいっしょに
歌い、和やかに交流しました。

５月２４日（土）に、３人の教員が来校して授業を見学し、本校教員と懇
談しました。本校の恵まれた環境や教員の熱意、子どもたちが挨拶をした
り、各学年の教科書で生き生きと授業で学習活動をしたりしていたことに
感心されました。

５月１０日（土）に開催し、子どもたちは、家の人に授業での活躍を見ていただき、張り切って
いました。



着物クラブ（第一回）

渡辺道治先生 教員研修

伊藤裕美さんによる国際部での授業アニメ−テッドラーニング

図書室 原爆パネル展

学校ボランティア教育活動 生け花教室

６月２１日（土）、本校家庭科室にて華道池坊正教授二級総華監の先生による生け花教
室「初夏を生けよう」が実施され、小学３年生から高校生９名の児童・生徒が参加しました。先生に
指導いただく生け花教室は、２年目となりました。
水切りや花材の扱い方を教わり、保護者の支援を得て、ガラスの花器に、美しいピンクのガクアジ

サイとレンギョウの枝、ユキヤナギ、ハマシダを添えて、子どもたちは生け花の世界を楽しみました。
当日は、今年もご家族で準備、片付けをしてくださいました。日本の初夏を感じる美しい伝統文化体
験を子どもたちにさせてくださった先生に深く感謝いたします。

（生け花教室講師より）
この度、生け花教室開催に向けてご協力を頂き有難うございました。ご参加頂いた生徒さん、保護者の皆様、心から

感謝致します。
生け花を通して、日本文化の豊かさに触れて頂くきっかけになりましたら幸いです。
私自身も学校便りにて以前、出来る時にできる事をして貰えたら有難い、という言葉を読み、何か自分としてできる

事を学校に還元したいと思いました。ぜひ参加頂いた方々には学校の方へ感想を頂ければ有難いです。

戦後８０年を記念し、６月２１日に図書室で、原爆パネル展が開催されました。写真と図を使ったわかりやすい解説を見
ることで、原爆被害の実相を知り、平和への意識を高める機会となりました。

５月２４日（土）、本校家庭科室にて「着物クラブ」一回目が実施され、小学
３・４年生４名と保護者が参加しました。先生は、補習校の子どもたちに着物文化を伝えたいと
いう思いから、このクラブを立ち上げられました。
子どもたちは、色とりどりの浴衣と帯を持参して集まりました。浴衣の着付けは、洋服とは異なり、

浴衣を後ろから両肩にかけ、袖に腕を通します。その後、左右の掛衿の位置を整え、背縫いを背中心
に合わせます。先生は、手順を説明しながら、浴衣の名称についても解説されました。子どもたちは
先生の実演を真剣に見つめ、保護者の支援を得て、それぞれが着付けました。サイズが大きい浴衣は「おはしょり」で調
整しました。帯の結び方は、半幅帯は「文庫結び」、兵児帯はリボン結びを斜めにアレンジした「変わり結び」を習いました。
６月と８月にもクラブ活動があり、９月の「まつり」に、自分で着られるようになることが目標です。日本文化継承に

ご尽力いただいている先生に、心より感謝申し上げます。

６月３日（火）、一般社団法人「教え方の学校」代表理事である渡辺道治先生の講話会が全日校で
あり、補習校教員７名が参観しました。渡辺先生は、奈良県や北海道小学校の勤務を経て、日本各地
や海外で講演活動をされ、数々の書籍を出版されています。
全日校小・中学部の全児童・生徒を対象とした講話会は、「勉強のこつ」をテーマとし、子どもた

ちが真剣に見たり、聞いたり、感じたりして考え、生き生きと発言する様子を体感することができま
した。指導者が、立ち位置や目線、話し方のテンポや言葉掛けを工夫し、子どもたちにやる気を起こ
させる技術を見せてくださいました。子どもたちが熱心に考えたり、全力で暗唱したりする姿が印象的でした。
６月４日（水）には、ジュネーブ補習学校での教員向け研修会にも、本校から教員がオンラインで参加し、研修しました。学

んだことを今後の授業に取り入れていきます。スイスにも足をお運びいただき、ご指導いただいた渡辺先生に感謝いたします。

６月１４日（土）に、一般社団法人「アニメ−テッドラーニングらぼ」の伊藤裕美さんが日本から
来られ、本校授業を見学され、国際部中学年と高学年で、授業をしてくださいました。アニメ−テッ
ドラーニングとは、アニメーションで学習の成果を発表したり、コミュニケーションをしたりする
教育メソッドです。
アニメは、どんなことが伝えられるだろう？という問いに始まり、まずは紙一枚でぱらぱらマンガ

を作りました。たった２枚の絵でも、漢字が動いたり飛び出たりするように見えて、みんな大喜びで
す。その後、写真をつなげて短いアニメを作る方法も教えていただきました。習ったことを活用し、
中学年クラスでは自分の短歌を、高学年クラスでは自分の名前の漢字をアニメーションに表していく予定です。



６月７日（土）、雨の予報のため競技場隣接の体育館で、 チューリッヒ日本人学校主催、
チューリッヒ日本商工会共催の全日校・補習校合同運動会が開催されました。開会式に続く応援
合戦で、全日校キャプテンにならい、全日校と補習校児童生徒がいっしょになって元気に声援を
送り合い、赤組も白組も気合を入れて競技開始です。子どもたちは、大玉を運んだり、大掃除を
したりしながら、ゴールを目指して体育館の中を懸命に走りました。玉入れは、子どもたちの後、
生徒ボランティアや保護者の皆様にも楽しく参加いただきました。その後、突如、対戦すること
になった全日校教員と補習校教員の結果は同点で、驚きとともに、ほっと胸をなで下ろし、笑み
がこぼれるひと時となりました。

午後一番の雨の切れ間に、屋外トラックに移動して赤白対抗と、大人のリレ－ができでました。
２年ぶりのリレーは、観客からの応援を得て、迫力のある走りで大盛況となりました。体育館に
移動して、１０年目を迎えた補習校和太鼓部が力強く、新しい演目を奏でると、観客席から大き
な拍手が送られました。綱引き・パン食い競争に、子ども、卒業生、多くの大人が楽しく参加し
ました。

今年も白が勝ちました。クラスを超えて全日校と補習校の一人一人の力を合わせて大勢で競う
赤白対抗運動会は、子どもたちのよい思い出になったことでしょう。体育館と屋外トラックの両
方で行ったことで、２倍楽しめたのではないでしょうか。ご参加いただいたご来賓の方々、競技
員として協力をいただいたボランティアの皆様、保護者の皆様のあたたかいご支援に心より御礼
申し上げます。

第３６回運動会

ボランティアの皆さん

芝刈りボランティアの活動

５月３１日（土）午前中に保護者有志の方
々が、強い日差しの下、一生懸命芝刈りを
してくださいました。おかげで校庭が美し
くなりました。
ありがとうございました。



避難訓練実施

６月２１日（土）に、学校玄関前に不審者がいるとの通報を受
けたという想定の訓練を以下のように行い、ロックダウン・ド
リルを実施しました。学校用語でのロックダウン・ドリルとは、
学校内に不審者が侵入したときに備えて、子どもや先生が安全
な場所に逃げ込み、部屋をロックして待機させる訓練のことで
す。

ロックダウンとは
・消灯
・施錠
・バリケード設置
・身を隠す
・声や音を出さない

目的

①教職員が子どもの安全を第一とした行動がで
きるようにする。

②安全が確保されるまで、子どもたちに的確な
指示を出しながら待機させられるようにする。

③緊急時の行動の仕方を学び、安全な行動がで
きるようにし、防犯に対する危機意識を育む。

避難場所

窓からの侵入を考えた上で、
いちばん侵入に時間がかかる場所

・２階→職員室(１０２)、１０３
・３階→２０２、２０３、２０４
・校庭・体育館→体育館女子更衣室

防犯アラーム音の後、「正面玄関前で集ま
っています。皆さんは、それぞれの場所に
集合してください。」という校内放送を聞
き、担任が、子どもたちを各安全教室に避
難させました。図書室の子ども、保護者に
も参加いただきました。

子どもたちは、教員の指示を受け避難し、施錠
された教室内側から、バリケードを（高学年以
上の児童生徒と）教員が作り、５分間静かに待
機しました。その後、不審者確保の連絡を校内
放送で聞き、全員が集合場所ドッジボールコー
トに集まり、人数確認と事後指導を行いました。

事後指導では、一人で不審者に出会ったことも想定し「いか・の・お・す・し」
を、集合場所への移動は、「お・は・し・も」を全員で確認しました。

「いか」･･･知らない人について「いか」ない
「の」･････知らない人の車には、ぜったい「の」らない
「お」･････こまったら「お」おきな声で助けをよぶ
「す」･････その場から「す」ぐにげる
「し」･････近くのおとなに「し」らせる

「お」･･･「おさ」ない
「は」･･･「はし」らない
「し」･･･「し」ゃべらない
「も」 ･･･「も」どらない

火災時の場合の避難経路と避難場所 火元により異なります。
避難場所① 校庭の砂場近くのりんごの木の横
避難場所② 正面玄関近くのカワウソの池前

非常事態が起こった場合
・防犯アラーム音の後、校内放送を聞き先生の指示に従い、
避難場所に迅速に避難します。

・避難場所では、引率教員の指示を受けて静かに待機します。

保護者の皆様には、子どもの見本になっていただき、被害を最小限に抑えるために、子どもの避
難誘導、窓閉めなど教職員に協力をお願いいたします。

大使館の安全指導担当官に、１１時の時間帯の訓練を避難教室に
入ってご覧いただき、全体に指導をいただきました。学校の安全
対策についても、ご指導いただきました。

中学１年２組 基本行動説明
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子
ど
も
の
広
場 

小
学
部
二
年
一
組 

「
日
記
を
書
こ
う
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
有
馬 

結 

  

フ
ラ
ン
ス
の
ソ
ン
わ
ん
に
行
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド

の
人
が
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ア
ザ
ラ

シ
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
塚 

友 

  

り
ん
海
学
校
で
い
ち
ば
ん
思
い
出
に
の
こ
っ
た
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
ラ
さ
き
ゅ
う
の
上
で
、
大
き
な

あ
な
を
ほ
っ
た
こ
と
で
す
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
林 

九
兵
衛 

  

友
だ
ち
と
プ
ー
ル
で
、
太
く
て
大
き
な
う
き
わ
で

ふ
ね
を
つ
く
り
ま
し
た
。
と
つ
ぜ
ん
ふ
ね
が
く
ず
れ

て
プ
ー
ル
に
お
ち
ま
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奥
野 

星
弥 

 

ト
マ
ト
の
な
え
が
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
だ
っ

た
の
が
、
二
し
ゅ
う
か
ん
た
っ
た
今
で
は
、
五
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
橋 

琉
宇
河 

 

日
本
か
ら
Ｏ
く
ん
が
き
た
の
で
、
家
の
Ｎ
ゲ
ー
ジ

で
あ
そ
ん
だ
あ
と
、
ゼ
ク
セ
ロ
イ
テ
ン
の
パ
レ
ー
ド

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 ※
Ｎ
ゲ
ー
ジ
＝
て
つ
ど
う
も
け
い
の
こ
と
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

引
場 

ク
ロ
エ 

愛
里
主 

 

今
日
、
友
だ
ち
と
あ
そ
び
ま
し
た
。
ま
ず
、
私
の

家
で
お
や
つ
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
友
だ
ち
の

家
で
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

福
田 

理
紗 

  

お
か
あ
さ
ん
と
プ
ー
ル
へ
行
き
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
お
よ
い
だ
あ
と
、
プ
ー
ル
の
中
で
お
に
ご
っ
こ
を

し
て
あ
そ
び
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

  
 

 
 

 

ホ
ッ
プ
リ 

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス 

海
斗 

 

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
さ
ん
か
ん
で
、
妹
が
ぼ
く
の
と
な
り

に
す
わ
り
ま
し
た
。
妹
は
じ
ぶ
ん
も
小
学
生
だ
と
思

っ
て
い
た
よ
う
す
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

果
凛 

 

わ
た
し
は
、
春
休
み
に
日
本
に
あ
そ
び
に
行
き
ま

し
た
。
ラ
ー
メ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
っ
て
、
ラ
ー

メ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヤ
ン
ゼ
ン 

頼
音 

 

春
休
み
に
日
本
へ
行
き
、
母
の
姉
か
ぞ
く
や
そ
ふ

ぼ
に
会
い
ま
し
た
。
て
ん
ぷ
ら
や
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
な
ど
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
、
楽
し
か
っ
た
で

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
学
部
二
年
二
組 

春
休
み 

 

べ
ル
ギ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

青
の 

良
映 

 

春
休
み
は
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
す
む
ベ
ル
ギ
ー
に

行
き
ま
し
た
。 

お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、
ル
ー
ベ
ン
に
あ
る
大
学
に
か

よ
っ
て
い
ま
す
。 

 

た
の
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。 

  

テ
ク
ノ
ラ
ー
マ
へ
行
く 

赤
坂 

怜
音 

 

 

春
休
み
に
テ
ク
ノ
ラ
ー
マ
に
行
き
ま
し
た
。 

さ
ん
そ
の
シ
ョ
ー
で
、
ふ
う
せ
ん
が
ば
く
は
つ
し

ま
し
た
。
大
き
な
音
が
し
て
、
す
ご
い
風
が
き
ま
し

た
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

  

フ
ラ
ン
ス
で
キ
ャ
ン
プ 

い
と
う 

さ
ゆ
り 

 

わ
た
し
は
、
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
ま
し
た
。 

フ
ラ
ン
ス
で
、
お
い
し
い
パ
ン
を
食
べ
ま
し
た
。

お
い
し
い
チ
ー
ズ
も
食
べ
ま
し
た
。 

補
習
校
便
り 

二
〇
二
五
年
度
第
三
号 
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デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
ぬ
い 

た
い
よ
う 

 

春
休
み
、
い
と
こ
と
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行

き
ま
し
た
。 

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
ふ
ね
は
、
と
ん
で
い
る
み
た
い

で
た
の
し
か
っ
た
で
す
。 

 

春
休
み
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

ヴ
ァ
イ
ラ
ン
ド 

天
き 

 

ぼ
く
は
、
春
休
み
に
日
本
へ
行
き
ま
し
た
。 

と
も
だ
ち
に
や
き
ゅ
う
の
グ
ロ
ー
ブ
を
も
ら
い
ま

し
た
。 

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

ぼ
く
の
春
休
み 

白
は
せ 

る
う
く 

 

 

ぼ
く
は
、
春
休
み
に
ド
イ
ツ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
え
に
あ
そ
び
に
行
き
ま
し
た
。 

 

お
に
わ
で
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
で
た
の
し
か
っ
た

で
す
。 

 

春
休
み 

ズ
ル
ハ
ー 

ゆ
う
人 

 

ぼ
く
は
、
春
休
み
に
日
本
へ
行
き
ま
し
た
。 

と
う
き
ょ
う
タ
ワ
ー
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
高
い
と

こ
ろ
か
ら
見
る
と
う
き
ょ
う
は
、
広
く
て
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。 

  

バ
ル
セ
ロ
ナ 

名
か
た 

し
お
り 

 

わ
た
し
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
行
き
ま
し
た
。 

お
ば
あ
さ
ん
と
お
じ
い
さ
ん
と
す
い
ぞ
く
か
ん
に

行
き
ま
し
た
。 

た
の
し
か
っ
た
で
す
。 

 

ぼ
く
の
春
休
み 

ビ
ュ
ー
ラ
ー 

た
い
よ
う 

 

キ
ャ
セ
ー
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
で
日
本
へ
行
き
ま
し

た
。 そ

こ
で
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
と
テ
レ
ビ

を
見
て
あ
ま
り
う
ご
か
な
か
っ
た
の
で
、
マ
マ
に
太

っ
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

 

キ
ュ
ー
ケ
ン
ホ
フ
公
園 

森 

柚
寧 

 
春
休
み
に
オ
ラ
ン
ダ
の
キ
ュ
ー
ケ
ン
ホ
フ
公
園
へ

行
き
ま
し
た
。 

い
ろ
ん
な
い
ろ
の
お
花
を
見
た
り
、
き
ゅ
う
こ
ん

を
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

た
の
し
か
っ
た
で
す
。 

 

バ
レ
ン
シ
ア 

森
本 

テ
ィ
モ 

 

ぼ
く
は
、
春
休
み
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
レ
ン
シ
ア

へ
行
き
ま
し
た
。 

日
ざ
し
が
つ
よ
く
て
、
す
な
は
ま
で
、
あ
そ
ん
だ

ら
日
や
け
を
し
ま
し
た
。 

  

春
休
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
か
山 

ひ
ろ
と 

 
 こ

と
し
、
日
本
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
、
は

じ
め
て
の
り
ま
し
た
。 

こ
わ
か
っ
た
け
れ
ど
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
。 

 

春
休
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
本 

ひ
ろ
ひ
さ 

 

ぼ
く
は
、
は
く
ぶ
つ
か
ん
で
た
ん
じ
ょ
う
日
会
を

し
ま
し
た
。 

中
を
見
学
し
た
り
、
か
石
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
っ

た
り
し
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 小
学
部
五
年
一
組 

春
の
空 

春
を
感
じ
る
も
の
や
春
の
思
い
出 

 

春
の
に
お
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア
デ
ィ
カ
リ 

愛
聖 

 

わ
た
し
は
、
春
の
に
お
い
が
好
き
で
す
。
春
に
な

る
と
、
花
が
た
く
さ
ん
さ
く
か
ら
で
す
。
そ
の
中
で

も
、
特
に
桜
の
花
が
好
き
で
す
。
う
す
い
ピ
ン
ク
色

が
と
て
も
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

わ
た
し
の
家
の
周
り
で
も
、
数
本
桜
の
木
を
見
か

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
桜
の
木
の
花
が

さ
く
と
、
わ
た
し
は
春
を
感
じ
ま
す
。
花
び
ら
が
た

く
さ
ん
散
っ
て
く
る
と
、
道
路
が
ピ
ン
ク
色
に
そ
ま
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り
ま
す
。
わ
た
し
は
、
そ
の
花
び
ら
を
集
め
て
、
花

さ
か
じ
い
さ
ん
の
よ
う
に
投
げ
る
の
が
好
き
で
す
。 

 

今
年
の
桜
の
時
期
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
来
年
も
ま
た
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

花
粉
し
ょ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
有
馬 

唯
生
悟 

  

ぼ
く
は
、
花
粉
し
ょ
う
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
、
春
に
な
る
と
、
く
し
ゃ
み
と
鼻
水
が
止
ま
ら
な

く
な
り
、
目
も
と
て
も
か
ゆ
く
な
り
ま
す
。
あ
ま
り

に
、
し
ょ
う
状
が
ひ
ど
い
の
で
、
父
と
母
が
医
者
に

連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
、
花
粉

し
ょ
う
の
薬
を
飲
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

け
れ
ど
も
、
二
、
三
年
く
ら
い
前
か
ら
、
薬
を
飲

ん
で
も
、
し
ょ
う
状
が
ひ
ど
い
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
め
ん
え
き
り
ょ
う
法
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
し
ょ
う
状
が
よ
く
な
り
ま
し

た
。 

 

春
は
、
花
粉
は
き
ら
い
で
す
が
、
い
ち
ご
が
食
べ

ら
れ
る
の
で
、
う
れ
し
い
で
す
。 

 
 春 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
林 

一
晟 

  

た
ん
ぽ
ぽ
が
さ
き
始
め
た
ら
、
春
が
来
た
な
と
思

い
ま
す
。
春
は
楽
し
い
季
節
で
す
。
は
だ
し
で
草
の

上
を
歩
く
と
、
気
持
ち
が
い
い
か
ら
で
す
。 

 

し
か
し
、
い
や
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ツ
ェ
ッ
ケ

と
い
う
マ
ダ
ニ
で
、
長
さ
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
寄
生

虫
で
す
。
か
ま
れ
て
も
、
い
た
く
な
い
で
す
が
、
コ

レ
ラ
や
チ
フ
ス
な
ど
の
病
原
性
の
高
い
病
気
を
ば
い

か
い
す
る
の
で
、
と
て
も
や
っ
か
い
で
す
。
の
が
れ

よ
う
と
し
て
も
、
ど
の
草
む
ら
に
も
生
息
し
て
い
る

の
で
、
さ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
黒

い
の
で
、
ほ
く
ろ
と
見
分
け
が
つ
き
に
く
い
で
す
。 

 

春
は
楽
し
い
け
れ
ど
、
多
く
の
虫
も
目
覚
め
る
季

節
で
す
。 

  

春
の
好
き
な
と
こ
ろ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

カ
ッ
ト
ク
リ
フ 

英
万 

  

春
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
、
だ
ん
だ
ん
と
日
が
長
く

な
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
す
。
天
気
の
よ
い
日
は
、
午

後
七
時
で
も
ま
だ
明
る
く
、
夕
方
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
一
日
が
長
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
得
を

し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。 

 

春
は
、
き
れ
い
な
花
が
た
く
さ
ん
さ
く
と
こ
ろ
も

好
き
で
す
。
わ
た
し
の
好
き
な
花
は
、
ウ
ィ
ス
テ
リ

ア
と
い
う
花
で
す
。
日
本
語
で
は
、
藤
の
花
と
い
う

そ
う
で
す
。
む
ら
さ
き
色
の
花
び
ら
が
、
地
面
に
積

も
っ
た
上
を
歩
く
の
が
好
き
で
す
。 

  

春
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

河
村 

空 

  

わ
た
し
は
、
花
が
さ
き
始
め
た
ら
、
春
が
来
た
な

と
感
じ
ま
す
。
赤
、
白
、
ピ
ン
ク
、
む
ら
さ
き
、
黄

色
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
が
さ
き
、
今
ま
で
グ
レ
ー

だ
っ
た
季
節
に
色
が
つ
き
始
め
ま
す
。
そ
の
様
子
を

見
る
と
、
心
が
う
き
う
き
し
ま
す
。 

 

わ
た
し
は
、
特
に
桜
が
好
き
で
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
う
す
い
ピ
ン
ク
と
白
い
桜
の
花
が
と
て
も
美

し
い
か
ら
で
す
。
桜
の
花
を
見
る
と
、
わ
た
し
が
一

さ
い
の
と
き
に
、
日
本
で
桜
を
見
た
と
き
の
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
今
で
も
、
桜
を
見
る
と
、
幸
せ

で
、
な
ん
だ
か
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

ぼ
く
の
春
休
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

齊
藤 

隼 

 

ぼ
く
は
、
春
休
み
に
日
本
へ
行
き
ま
し
た
。
最
初

の
週
は
、
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
を
買
っ
て
、
遊
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
少
し
か
み
を
切
り
ま
し
た
。 

二
週
目
は
、
石
垣 が

き

島
へ
行
き
ま
し
た
。
石
垣
島
で

散
歩
を
し
て
い
た
ら
、
ク
ジ
ャ
ク
に
出
会
い
ま
し

た
。
ク
ジ
ャ
ク
は
、
ぼ
く
た
ち
が
い
た
か
ら
、
び
っ

く
り
し
た
の
か
、
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、

そ
れ
を
見
て
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
石
垣

島
で
は
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
も
し
て
、
魚
を
た
く

さ
ん
見
ま
し
た
。
最
後
に
、
友
達
へ
の
お
土
産
を
買

っ
て
、
帰
り
ま
し
た
。 

ま
た
日
本
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

色
あ
ざ
や
か
な
春 

シ
ュ
ヴ
ァ
ン
ト 

は
な 

 

わ
た
し
は
、
庭
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
音
で
、
春
の

お
と
ず
れ
を
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
ミ
ツ
バ
チ
が
花

に
飛
ん
で
い
く
音
や
、
鳥
が
鳴
く
音
な
ど
で
す
。 

ま
ど
の
外
の
新
し
く
出
て
き
た
小
さ
な
葉
が
あ
る

木
を
な
が
め
る
と
、
明
る
い
緑
色
を
し
て
い
ま
す
。

庭
の
周
り
に
は
、
花
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
い

て
、
春
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
美
し
い
花
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

春
は
、
と
て
も
色
あ
ざ
や
か
で
、
特
別
な
季
節
だ

と
思
い
ま
す
。
あ
た
た
か
く
な
っ
て
、
み
ん
な
が
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
い
た
り
、
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
手
に
持
っ
て
、
湖
ぞ
い
を
歩
い
た
り
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す
る
の
も
、
私
に
と
っ
て
、
春
を
感
じ
る
瞬
間
で

す
。 

 

ぼ
く
の
春 

土
井 

康
資 

 

春
と
い
え
ば
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は
、
庭
の
八
重
桜

で
す
。
母
が
、
数
年
前
に
植
え
ま
し
た
。
桜
は
と
て

も
速
く
大
き
く
成
長
し
、
根
ば
り
も
大
き
い
の
で
、

本
当
は
庭
に
植
え
な
い
ほ
う
が
よ
い
そ
う
で
す
。
で

も
、
ど
う
し
て
も
ス
イ
ス
で
も
お
花
見
が
し
た
く

て
、
植
え
た
そ
う
で
す
。 

母
は
、
花
が
さ
く
と
、
花
を
つ
ん
で
、
シ
ロ
ッ
プ

や
ジ
ャ
ム
や
桜
茶
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
桜
の
花
の

塩
づ
け
で
、
桜
お
に
ぎ
り
も
作
り
ま
す
。
ぼ
く
の
お

気
に
入
り
は
、
シ
ロ
ッ
プ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

楽
し
い
春 

名
川 

漣 

 

春
と
い
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
、
ぼ
く
の
た
ん
生

日
が
あ
り
ま
す
。
三
月
二
十
七
日
に
、
ぼ
く
は
十
さ

い
に
な
り
ま
し
た
。
友
達
を
よ
ん
で
、
た
ん
生
日
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。
祖
父
母
や
、
ゴ
ッ
テ
ィ
ー

と
お
祝
い
も
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
春
に
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ぼ

く
は
、
毎
年
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
さ
が
し
を
し
ま
す
。

祖
父
母
か
ら
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
、
両
親
か
ら
は
小
さ
い
レ
ゴ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
春
に
は
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
ぼ
く
は
春
が
大
好
き
で
す
。 

 ※
ゴ
ッ
テ
ィ
ー
＝
後
見
人
。 

春
の
楽
し
い
こ
と 

引
場 

雄
護 

 

春
に
な
る
と
、
ぼ
く
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
せ
い

で
、
ク
シ
ュ
ン
、
ク
シ
ュ
ン
と
く
し
ゃ
み
が
出
ま

す
。
花
粉
し
ょ
う
が
あ
る
の
で
、
春
は
つ
ら
い
で

す
。
で
も
、
あ
た
た
か
く
な
っ
て
く
る
と
、
外
に
出

て
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
季
節
に
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
春
の
楽
し
い
こ
と
は
、
ぼ
く
の
た
ん
生

日
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
え
る
し
、
友
達
や
家

族
と
過
ご
す
時
間
が
好
き
で
す
。 

春
は
、
休
み
の
日
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
家
族

と
旅
行
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
春
は
い
い
季
節

だ
な
と
思
い
ま
す
。 

 

春
休
み
の
思
い
出 

フ
ン
ツ
ィ
カ
ー 

大
和 

 

ぼ
く
は
、
春
休
み
に
日
本
に
行
き
、
山
梨
県
で
、

ほ
う
と
う
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
ほ
う
と
う
と

は
、
武
田

た

け

だ

信 し
ん

玄 げ
ん

が
開
発
し
た
料
理
で
、
山
梨
県
の
名

物
で
す
。 

ま
ず
は
、
小
麦
粉
と
水
を
ま
ぜ
て
生
地
を
作
り
ま

し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
ぶ
く
ろ
に
入
れ
て
、
五
分
く
ら
い

ね
か
せ
、
次
に
、
八
分
間
練
り
こ
み
ま
す
。
め
ん
ぼ

う
で
生
地
を
平
た
く
の
ば
し
て
三
つ
折
り
に
し
て
、

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は
ば
に
切
っ
て
広
げ
ま
す
。
最

後
に
、
季
節
の
野
菜
を
に
こ
ん
だ
、
し
る
に
め
ん
を

入
れ
、
み
そ
を
と
か
し
て
、
完
成
で
す
。 

ほ
う
と
う
作
り
は
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
お
い
し

か
っ
た
の
で
、
ま
た
作
り
た
い
で
す
。 

   

イ
ー
ス
タ
ー 

ヘ
ス 

礼
恩 

 

お
店
に
、
ウ
サ
ギ
や
た
ま
ご
の
形
の
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
が
な
ら
ぶ
と
、
春
を
感
じ
ま
す
。
イ
ー
ス
タ
ー
の

季
節
で
す
。 

イ
ー
ス
タ
ー
で
は
、
た
ま
ご
や
ウ
サ
ギ
の
形
を
し

た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
た
り
、
色
を
ぬ
っ
た
ゆ
で

た
ま
ご
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。
た
ま
ご
は
、

新
し
い
命
の
印
で
、
ウ
サ
ギ
は
、
子
ど
も
を
た
く
さ

ん
産
む
の
で
、
命
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

ぼ
く
は
、
た
く
さ
ん
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
、
ゆ
で
た

ま
ご
を
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
イ
ー
ス
タ
ー
が
大
好
き

で
す
。
日
本
で
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
そ
う

で
す
が
、
ス
イ
ス
の
楽
し
い
春
の
行
事
で
す
。 

 

わ
く
わ
く
す
る
春 

増
田 

彩
人 

 

春
に
な
っ
て
、
あ
た
た
か
く
な
り
、
庭
に
た
く
さ

ん
の
花
が
さ
い
て
い
ま
す
。
父
と
母
は
、
庭
仕
事
を

始
め
ま
し
た
。
野
菜
の
種
や
な
え
を
植
え
る
の
を
、

ぼ
く
も
手
伝
い
ま
す
。 

も
う
す
ぐ
、
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
い
始
め
ま
す
。
毎
日

た
ま
ご
を
拾
う
の
は
、
ぼ
く
の
仕
事
に
な
り
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
た
ま
ご
を
産
ん
で
く
れ
る

の
か
、
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
、
日
本
人
学

校
の
運
動
会
で
す
。
ぼ
く
は
、
太
鼓 こ

の
演
そ
う
を
す

る
の
で
、
み
ん
な
に
き
い
て
も
ら
え
る
の
が
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。 
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わ
た
し
の
春 

山
本 

あ
り
す 

 

わ
た
し
に
と
っ
て
、
春
は
、
あ
た
た
か
い
季
節
で

す
。
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
、
父
の
植
え
た
ア
ー
モ
ン
ド

の
小
さ
な
木
が
、
毎
年
き
れ
い
な
花
を
さ
か
せ
ま

す
。 春

に
、
い
ち
ば
ん
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
、
日

本
に
行
く
こ
と
で
す
。
毎
年
、
春
休
み
は
、
二
週
間

た
っ
ぷ
り
日
本
に
い
ま
す
。
祖
父
が
買
っ
て
く
れ
る

い
ち
ご
は
、
ス
イ
ス
の
い
ち
ご
よ
り
あ
ま
く
て
、
お

い
し
い
で
す
。 

い
つ
か
、
わ
た
し
も
一
人
で
日
本
ま
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
学
部
五
年
二
組 

ぼ
く
の
春 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
川 

真
人 

  

春
は
桜
が
よ
い
。
桜
は
、
日
本
の
伝
統
と
文
化
の

し
ょ
う
ち
ょ
う
だ
か
ら
だ
。
ス
イ
ス
で
桜
を
見
た
こ

と
が
あ
る
が
、
日
本
で
も
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
日
本
に
は
、
た
く
さ
ん
桜

の
名
所
が
あ
る
か
ら
だ
。 

こ
ど
も
の
日
の
こ
い
の
ぼ
り
も
好
き
だ
が
、
家
に

は
か
ざ
っ
て
い
な
い
。 

 

春
は
イ
ー
ス
タ
ー
も
よ
い
。
イ
ー
ス
タ
ー
ハ
ン
ト

で
、
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
を
さ
が
す
こ
と
と
、
見
つ

け
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
る
こ
と
は
、
楽
し
い
。 

春
は
ぼ
く
に
と
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
季
節
だ
。 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
川 

至
人 

  

春
は
イ
ー
ス
タ
ー
が
よ
い
。
特
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
見
つ
け
る
い
ろ
ん
な
活
動
も
、
と
て

も
楽
し
い
。 

イ
ー
ス
タ
ー
を
祝
う
春
休
み
も
よ
い
。
花
が
さ
い

て
い
る
き
れ
い
な
景
色
を
楽
し
む
。
学
校
が
休
み
な

の
で
、
家
で
過
ご
す
自
分
の
時
間
や
家
族
と
旅
行
す

る
時
間
も
好
き
だ
。 

い
ち
ご
が
り
で
い
ち
ご
を
た
く
さ
ん
つ
む
こ
と

や
、
家
で
し
そ
の
種
を
ま
い
て
育
て
る
こ
と
も
、
春

の
楽
し
み
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
橋 

琉
海 

  

春
と
い
え
ば
雪
解
け
。
冬
の
間
あ
ん
な
に
積
も
っ

て
い
た
雪
が
解
け
て
、
ぼ
ち
ぼ
ち
下
の
地
面
が
見
え

る
。
だ
ん
だ
ん
草
も
伸
び
て
き
て
、
緑
色
が
広
が

り
、
生
き
生
き
す
る
。
し
か
も
三
月
は
、
ぼ
く
の
た

ん
生
日
だ
。 

 

ま
だ
暑
く
な
い
の
で
、
友
達
と
外
で
サ
ッ
カ
ー
す

る
の
は
と
て
も
い
い
。
何
と
言
っ
て
も
、
あ
の
う
る

さ
い
ス
ズ
メ
バ
チ
も
ま
だ
出
て
こ
な
い
。 

 

ぼ
く
の
た
ん
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
を
庭
で
し
て
、
明

る
い
春
が
来
た
の
を
思
い
っ
き
り
楽
し
も
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

清
水 

直
樹 

  

ぼ
く
が
春
と
聞
い
て
真
っ
先
に
思
い
う
か
べ
る
の

は
、
ベ
ア
ラ
オ
ホ
だ
。
春
に
な
っ
て
、
森
で
ニ
ン
ニ

ク
の
よ
う
な
に
お
い
が
す
る
草
を
見
つ
け
た
ら
、
そ

れ
が
ベ
ア
ラ
オ
ホ
だ
。 

 

友
達
と
学
校
の
近
く
の
森
へ
行
っ
た
と
き
、
ベ
ア

ラ
オ
ホ
を
見
つ
け
た
。
動
物
が
森
に
い
る
の
で
食
べ

な
い
ほ
う
が
よ
い
た
め
、
ぼ
く
は
、
友
達
の
家
の
庭

で
き
れ
い
な
葉
を
つ
ま
せ
て
も
ら
う
。
そ
の
葉
を
母

が
ペ
ー
ス
ト
に
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
を
ゆ
で
た
て
の

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
に
か
け
る
と
、
最
高
に
お
い
し
い
。 

こ
れ
が
、
ぼ
く
の
春
の
楽
し
み
だ
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

リ
ー
バ
ー 

野
明 

  

ぼ
く
は
春
が
好
き
だ
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
あ
た

た
か
く
て
よ
い
天
気
だ
か
ら
だ
。 

 

天
気
が
よ
い
と
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
で
サ
ッ

カ
ー
が
で
き
る
。
し
ば
の
上
で
の
サ
ッ
カ
ー
は
、
転

ん
で
も
い
た
く
な
い
の
で
友
達
と
思
い
っ
き
り
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
ぼ
く
は
、
す
べ
り
こ
ん
で
ボ
ー
ル

を
取
り
に
い
く
。
つ
か
れ
た
と
き
は
、
し
ば
の
上
に

ね
こ
ろ
ぶ
。 

 

小
春
日
和

び

よ

り

に
、
し
ば
の
上
で
、
友
達
と
全
力
で
サ

ッ
カ
ー
を
す
る
の
が
、
ぼ
く
の
春
の
楽
し
み
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

国
際
部
中
学
年 

こ
れ
ま
で
補
習
校
で
学
ん
だ
こ
と

と
、
こ
れ
か
ら
学
び
た
い
こ
と 

 

新
垣 

健
太 

  

僕
が
こ
れ
ま
で
ウ
ス
タ
ー
の
日
本
人
学
校
で
学
ん

だ
こ
と
を
、
こ
の
作
文
に
書
き
ま
す
。 



6 

 

そ
れ
は
、
漢
字
で
す
。
日
本
語
を
使
う
に
は
、
漢

字
が
必
要
で
す
。
難
し
い
け
れ
ど
、
日
本
語
に
は
本

当
に
漢
字
が
大
切
な
の
で
、
仕
方
が
な
い
で
す
。 

今
、
習
い
た
い
こ
と
も
、
漢
字
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
日
本
語
能
力
試
験
に
合
格
し
た
い
か
ら
で

す
。
今
は
「
Ｎ
３
」
で
す
が
、
「
Ｎ
２
」
に
は
落
ち

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
高
校
生
の
終
わ
り
ま
で
に
、
漢

字
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。 

 

新
垣 

萌
夏 

  

私
は
、
今
ま
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

漢
字
や
音
読
、
話
し
方
な
ど
で
す
。
い
ち
ば
ん
楽
し

い
こ
と
は
、
た
ぶ
ん
読
む
こ
と
か
話
す
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、
漢
字
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
授

業
で
他
の
勉
強
も
し
ま
し
た
よ
。
例
え
ば
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
の
試
験
勉
強
や
、
日
本
に
つ
い
て
の
勉
強
で
す
。

今
ま
で
、
大
豆
の
こ
と
、
日
本
の
地
図
と
米
に
つ
い

て
習
い
ま
し
た
。 

私
が
学
び
た
い
こ
と
は
、
漢
字
を
さ
ら
に
す
ら
す

ら
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
話
す

こ
と
や
聞
く
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
正
し
く
新
聞
を

読
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。 

 

朝
倉 

嶺
至 

 

 

今
ま
で
補
習
校
で
勉
強
を
続
け
て
き
て
、
日
本
語

能
力
試
験
の
三
級
に
受
か
っ
た
。
そ
の
勉
強
を
通
し

て
、
読
む
力
が
つ
い
た
。
日
本
語
を
話
す
時
間
も
増

え
て
、
全
体
的
な
日
本
語
力
が
つ
い
た
。 

次
は
、
二
級
合
格
を
目
標
に
し
て
い
る
。
家
を
出

た
後
も
、
母
と
日
本
語
で
話
し
続
け
た
い
か
ら
、
が

ん
ば
っ
て
勉
強
を
続
け
て
い
き
た
い
。 

ま
た
、
家
族
以
外
の
人
と
話
す
と
き
に
、
失
礼
に

な
ら
な
い
よ
う
に
敬
語
を
で
き
る
だ
け
学
び
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

タ
ス
キ
ラ
ン 

琢
磨 

 

 

今
ま
で
日
本
人
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
例
え
ば

漢
字
や
か
た
か
な
、
そ
し
て
ひ
ら
が
な
で
す
。
そ
れ

に
、
日
本
の
お
祭
り
や
日
本
の
運
動
会
な
ど
の
文
化

で
す
。
こ
れ
は
僕
が
い
ち
ば
ん
大
切
だ
と
思
う
こ
と

で
す
。 

そ
れ
か
ら
、
学
ん
だ
こ
と
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
話
し
方
や
、
聞
い
て
理
解
す
る

こ
と
な
ど
で
す
。
も
う
一
つ
学
べ
た
こ
と
は
、
す
し

に
使
う
材
料
と
、
ま
き
ず
し
を
作
る
方
法
で
す
。
こ

れ
が
、
い
ち
ば
ん
楽
し
く
学
ん
だ
こ
と
で
す
。 

 

飯
田 

雷
士 

 

 

国
際
部
の
ク
ラ
ス
で
、
日
本
語
能
力
検
定
試
験
の

勉
強
を
通
し
て
、
文
法
や
漢
字
、
敬
語
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
母
と
話
す
と
き
に
、
前
よ
り
も
会
話
が
ゆ

た
か
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
で
習
っ
た
日
本
語
を
使

う
こ
と
で
、
日
本
語
が
よ
り
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
日
本
語
を
使
っ
て
、
日
本

の
文
化
を
知
り
た
い
で
す
。
と
く
に
、
日
本
の
神
話

に
つ
い
て
、
学
ん
で
み
た
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

国
際
部
高
学
年 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井
上 
百
合
花 

  

学
校
の
授
業
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
テ
ー
マ
に
な

っ
た
と
き
、
私
は
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。 

 

昔
は
、
人
と
連
絡
を
取
る
に
は
手
紙
を
書
い
た
り

会
い
に
行
っ
た
り
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

気
持
ち
を
伝
え
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
す
ぐ
に
返

事
を
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
電
話
が
発
明
さ
れ
て
か
ら
、
遠
く
に
い

る
人
と
も
す
ぐ
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
声
を

聞
く
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
気
持
ち
も
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
は
更
に
変
わ
り
ま
し
た
。
メ

ー
ル
・
チ
ャ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
て
世
界
中

の
人
と
瞬
時
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
や
り
取
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
写
真
や
動
画
も
簡
単
に
送
れ
る
の

で
、
数
多
く
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

で
も
、
そ
の
便
利
さ
の
中
に
は
問
題
も
あ
り
ま

す
。
ネ
ッ
ト
で
は
、
相
手
の
顔
が
見
え
な
い
の
で
、

言
葉
が
き
つ
く
な
っ
た
り
、
悪
口
を
書
い
た
り
す
る

人
も
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
サ
イ
バ
ー
モ
ビ
ン
グ
」
と

呼
ば
れ
る
問
題
で
す
。
ネ
ッ
ト
で
い
じ
め
ら
れ
て
不

登
校
に
な
る
人
も
い
ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
は
心
の
病

気
に
な
っ
た
り
、
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

 

だ
か
ら
、
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
新
し
い
ツ
ー
ル

を
正
し
く
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
人
を
傷
つ
け
な

い
た
め
に
言
葉
を
選
ぶ
よ
う
に
気
を
配
り
ま
し
ょ

う
。
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
気
を
配
っ
て
行
動
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
便
利
に
な
っ
た
今
こ
そ
、
思

い
や
り
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で

す
。 
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ヘ
ビ
ー
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

バ
ウ
マ
イ
ス
タ
ー 

瑠
日 

  

こ
の
題
名
を
読
ん
で
、
「
ヘ
ビ
ー
デ
ュ
ー
テ
ィ

ー
」
と
は
何
だ
？
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
思
い

ま
す
。
ヘ
ビ
ー
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
は
、
一
九
七
〇
年
代

の
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
で
あ
る
マ
イ
ク
・
メ
ン
ツ
ァ
ー

の
筋
ト
レ
の
方
法
で
す
。
彼
の
紹
介
と
、
筋
ト
レ
の

方
法
が
効
果
的
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
書
き
ま

す
。 

 

マ
イ
ク
・
メ
ン
ツ
ァ
ー
は
一
九
五
一
年
に
生
ま
れ

た
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
で
し
た
。
そ
の
頃
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
方
法
は
、
一
週
間
に
五
回
、
六
時
間
筋
ト
レ
す

る
方
法
が
主
流
で
し
た
。
だ
が
、
彼
は
、
「
少
な
く

し
た
ほ
う
が
も
っ
と
効
果
が
あ
る
。
」
と
い
う
考
え

で
し
た
。 

そ
の
代
わ
り
に
、
筋
肉
の
限
界
ま
で
挑
戦
し
て
動

け
な
く
な
る
ま
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
方
法
で

す
。 

 

彼
は
四
日
ご
と
に
一
回
三
十
分
の
筋
ト
レ
を
行
い

ま
し
た
。 

 

僕
は
彼
に
憧
れ
、
筋
ト
レ
方
法
を
試
し
ま
し
た
。

筋
力
は
つ
き
ま
し
た
が
、
見
た
目
が
小
さ
く
な
り
か

け
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
二
週
間
く
ら
い
経
過

し
た
ら
筋
肉
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
メ
ン
ツ
ァ
ー
の
筋
ト
レ
方
法
で
は
、
一
セ
ッ
ト

し
か
行
わ
な
い
か
ら
で
す
。 

 

約
一
月
後
、
僕
は
二
つ
目
の
セ
ッ
ト
を
し
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
僕
の
筋
力
は
以
前
よ
り
高
く
な
り

ま
し
た
。 

 

こ
の
実
践
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
メ
ン
ツ
ァ
ー
の

方
法
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
つ
目
の
セ
ッ
ト
を
追
加
す
る
だ
け
で
、
と
て
も
効

果
的
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

ち
な
み
に
、
僕
は
彼
の
本
も
読
み
ま
し
た
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 

  

バ
ブ
ル
の
危
険 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

リ
ュ
ー
シ
ュ 

琉
晏 

  

最
近
、
僕
の
心
配
事
や
不
安
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
の
問
題
や
世
界
が
不
安
定

で
あ
る
問
題
で
す
。 

 

自
分
の
問
題
は
、
学
校
で
の
成
績
・
会
社
で
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
を
保
つ
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
け
れ
ど
、
僕
が
こ
の
作
文
で
書
き
た
い
こ
と
は 

 
 

 
 

世
界
・
社
会
の
問
題
で
す
。 

 

ま
ず
、
僕
も
皆
さ
ん
も
、
お
そ
ら
く
毎
日
見
て
利

用
し
て
い
る
も
の
の
中
に
隠
れ
た
危
険
が
あ
る
こ
と

を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
で
す
。 

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
利
点
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
し
、
僕
も
好
き
で
す
。
し
か
し
、
危
険
を
感

じ
る
の
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
バ
ブ
ル
で
す
。 

 

バ
ブ
ル
と
は
、
自
分
が
見
た
い
も
の
し
か
見
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
バ
ブ
ル
に
入
り
す
ぎ
る

と
現
実
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。 

 

バ
ブ
ル
問
題
の
実
例
が
あ
り
ま
す
。 

 

多
く
の
人
々
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
地
球

は
丸
い
で
す
。
昔
か
ら
地
球
は
平
ら
だ
と
言
っ
て
い

る
人
も
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

バ
ブ
ル
の
影
響
で
、
こ
の
説
を
支
持
す
る
人
が
増
え

ま
し
た
。
一
七
〇
〇
年
頃
は
、
科
学
的
に
地
球
が
丸

い
と
言
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
多
く
の
人
が
信
じ
て

い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
現
在
地
球
の
約
一
～
三
パ
ー
セ
ン
ト
の

人
々
が
平
ら
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
一
億
二
〇
五
〇

万
人
で
す
。
日
本
の
人
口
く
ら
い
で
す
。 

 

お
そ
ら
く
、
僕
も
小
さ
な
バ
ブ
ル
に
入
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
変
な
習
慣
や
教
団
に
は
気

を
付
け
、
バ
ブ
ル
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
る
前
に
気
付

き
ま
し
ょ
う
。 
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